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・・… 中 野 一 新 ユ93
平 成4年1・2・3月
:東郷 大 遷争 経 蔀::ll學i會
経済論叢(京 都大学)第149巻第1・2・3号,1992年1・2・3月 (1)1
い わ ゆ る 「コ ン ツ ェノレン.」考
一 日本 の 財 閥 と コ ソ ツ ェ ル ソー・…一.・
下 谷 政 弘
課 題
そ もそ も 「コ ンツ ェル ン」(日 本 語)と は一 体 何 な1::)か,これ が 本稿 の テ ー
マで あ る。 その場 合,も ち ろん,今 日の 日本 経 済 にお 一て既 にほ とん ど死 語 と
な りか けて い る用 語 につ い て,こ こに改 め て語義 詮 索i.:試み よ うとい うわけ で
は ない。 い わ んや 再 び蘇 らせ よ うな どとい うので もな い。 む しろ,日 本 にお け
る これ まで の 「コ ンツ ェル ン」 な る用 語 の使 われ 方 を:言[il検討 す る こ とを通 して,
日本 に お げ る企 業 集 団 や財 閥概 念 につ い て考 察す る際::)新しい:視角 を提 供 しよ
うとい うの が本 旨で あ る。
日本 経 済 の これ ま で の発 展史 を一 瞥 すれ ば,そ こに二::;…=業の形成 す る集 団 とい
うものが 大 きな役 割 と位 置 を 占め て きた こ とが 明か と な る。 た とえば,戦 前 の
財閥 や新 興 コン ツ ェル ン,あ るい は 戦 後 の6大 企 業;,f団や 「企 業 グル ー プ」,
な どな ど。 さ らに下 請 企 業 群 の組 織 もそれ に加 え る こ とが で き るか も知 れ ない。
日本 経 済 の発展 を,こ う した企 業 の集 団 の展 開史 に焦 点 をあ てて 検 討 を加 えよ
うと した 研 究 も現 れ た1)。あ るい はま た,他 な らぬ こ うした 日本 とい う土壌 の
上 に こそ,い わ ゆ る 「中 間組 織 」 の理 論2)な どが 誕生[..たの に もそれ な りの 理
由が 見 い だ せ よ う。 さ らに また,言 うま で もな く,今i;1の日米構 造 問題 協 議 に
1)たとえぽ,法政大学情報七ンター・橋本寿朗 一武田晴人編 『目;…1=経済の罷展と企業集団』東京
大学出版会,1992,など。





お い て い わ ゆ る 「系 列 」 問 題 と して議論 の焦 点 とな って.いる の も,や は りこの
企 業 の 集 団形 成 と深 く関 わ って の こ とで あ.翫
本 来,こ うした 種 々の集 団 に付 せ られ てi;i.た名 称 には それ ぞれ の時代 的社 会
的 な背 景 が あ る。 ま た,ジ ャーナ リズ ムか らの もの も多 か った。pた が って,
それ らの名 称 に のみ拘 泥 して徒 らに概 念論 争 の深 み に陥 る こ とは 賢 明に避 け る
べ きで あ る。 しか しま た,概 念 の正 確 な交三〔iil整理 もな いま ま に無 意 味 な衝突 と
渋 滞 を繰 り返 す こ とは さ らに避 け るべ きで:もろ う。 実 際、 今 日に おい て も議論
の混 乱 は止 む こ とが ない の で あ る。 以下.1:;1本にお け る 「コ ン ツ ェル ン」概 念
の再 検 討 を通 じて,戦 前 ・戦 後 を貫 く企 業 の集 団形成 史 に関 し一 つ の理 論 的 整
理 を一 一ま さ し く理 論 的整 理 だ け を一 一試 み よ う/ヒい うのが 本 稿 で ある。
1「:コ ン ツ ェル ン 」 概 念
1.日 本 的 「コン ツ ェル ン」 概 念
そ もそ も 「コン ツ ェル ン」 とは一 体 何 な の か、,
ヒル フ ァデ ィ ングが その 『金 融 資本 論 』(L910年)の中 で 「資 本主 義 の 発 展
にお け る最新 の局 面」 の諸 特 徴 を見 い だ そ ・:1とした際 彼 の 目の前 に映 った の
は,言 うま で もな く種 々の 独 占的 結合 の隆 盛 であ った、,すなわ ち,「 か の集 中
過 程 で あ って,そ れ は,一一面 で は カル テル や トラス トの形 成 に よ る 〈自由競 争
の止 揚〉 に おい て,他 面 で ぽ銀 行 資 本 と産誰 資 本 との ます ます 緊 密 にな る関 係
にお い て,現 れ」 た 。 した が って,同 書 に:i・デい て は カル テ ルや トラス トにつ い
ては 真 正面 か ら分 析 され た ものの,コ ン ツ 、,ゾレンな る用 語 は まだ 時 代 的 に顕 著
な もの と して登 場 す る には至 らなか ったa。 しか し,つ い で レ ーニ ンの 頃 にな
る と,そ の 『帝 国主 義 』(1917年)にお い 「::,大企 業 に よ る小企 業 の従 属 化 の
中 に 「資 本 主義 の最 高 の段 階」 の主要 特 徴 の 一一つ を見 い だす こ とに な った 。 す
3)ヒ ルファデ ィング 『金融資本論』.(岡崎次郎訳,岩 波文庫(上))9頁 。 なお,こ の 「銀行資本
と産業資本の緊密な関係」,すなわち 「金融資本」
と捉 える議論が日本では有力であるが,必 ず しも1・
ニル ン」と呼んでいたわけではない。
:i…LElFillan鷺k`Lpj.talをそ の ま ま コ ン ツ ェ ル ン
.ル フ ァ デ ィ ン グが 同 書 の 中 で そ れ を 「コ ン ツ
いわゆる 「コンツェルノ」考(3)3
な わ ち,「 た ん に 小企 業 を併 呑す るだ け で な く,さ..i求:=小企 業 の資本 へ の く参
与 〉 に よ り,株 式 の 買 占 め あ るい は交 換 に よ り,債 務 関 係 の体 系 その 他 等 々に
よ って,小 企 業 を 自己 に 〈併 合 し〉,そ れ らを従 属 させ,そ れ らを く自己 の 〉
集 団の うちに,す なわ ち術語 で い えば 自己 の くコン:ソ.,、ル ン〉 の うちに包 含」の
す る こ とに注 意 を喚 起 した の で あ る。 とは い え,レ ・…… ン㊧ いわ ゆ る 「コン ツ
ェル ン」 の場 合 に お いて も,そ こで は,た とえぼ 大 銀 行が 小 銀 行 を従 属 化 さ せ
る な ど,同 一 事 業(同 一 市場)内 にお け る大小 企 業 間 の従 属 化 の問題 が主 と し
て 取 り上 げ られ て いた にす ぎなか った。 第 一 次 大 戦 前 に は ま だ 「コ ンツ ェル
ン」 は 厳 密 に定 義 され た 「術 語 」 には熟 し き って い1:∫::かった ので あ り,む しろ,
レー ニ ンに とって 「最 高 の発 展段 階 に達 した資 本主議iの きわ めて 重要 な特 質」
と され た の はい わ ゆ る 「コ ン ビネ ー シ ョγ」で あ り,ま た 「結 合企 業」の 出現5)
で あ った と考 え られ る。
コン ツ ェル ンが学 術 的 な用 語 とな り始 め た のは よ ・:i.やく第 一 次 大戦 後 の こ と
で あ った.r欧 州大 戦 後 に於 け る企業 協 合 運 動 に付liiア,最も重 要 な る役割 を演
じた る形 態 は コン ツ ェル ンで あ」 つた 。 しか 竜 「コン ツ ェル ンの 発 展 が最 も顕
著 とな りた るは 欧州 大 戦 後 独 乙 に於 て ゴあ」6)つた。 した が って,以 降 と く
に1920年代 に,ド イ ツを 中心 と して 「コ ンツ ェル ン..1につ い て そ の概 念規 定 を
試 み よ う と した 研究 が続 出 し始 め た の は 自然 の成 行iiドで あr)た。 た とえぼ,そ
の 代 表 的 見解 の い くつ か を見 る と,ま ず,か のR.:L..c':lmannに=コンツ ェル ン
を 「法 律上 独 立 を維 持 す る諸 企 業 の生 産 技 術 ・経 営]支術 ・商 業 上 お よ び殊 に金
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Passowは 「コ ンツ ェル ン とは 民 法上 独 立1
Gruppeにして,或 る程 度 の経 済 的 統 一体
成 し一 個 の統 一一的 指 揮 に服 す る もの」8)とL
販 売 お よ び資本 関 係 の主 要 な る点 にお い 一Cif
法律上の独立を保持する企業団体の各種の;1
ル ンを,多 くの 「部 分企 業」Teilunternehr
samtunternehmenとした ので あ る。 また,
お よ び資本 調達 に関 して相 互 の補 完 と支 持 、
動 に お い て一定 の基 準 に従 う企 業 の集 団」!。:
立 企 業 の経 営 に つ い て何 等 か の統 一 あ る とl
eineinheitlicherUnterne:hmerwilleとll1
れ を コ ンツ ェル ン と言 うべ きで あ る」1Dとi
以 上,見 られ るよ うに,そ れ ぞれ 力 点 のll
そ こに共 通 す るの は 「法 律上 独 立 の諸企 業
「経 済 的 統 一体 」 とい うこ とで あ った 。 も`
な関係(経 済 的 統一 性)の 内容 理 解 その他}
立点 もあ った 。 ま た,同 じ論者 で も時 代 と 、
れ た12)。しか し,そ う した 小 異 よ りも:重要
ツェル ソ とは,本 来,「 カル テ ル と異 り,∫
律 で は な くて,寧 ろ主 と して く内部 経 済 的 『
の で あ」13)つた とい う点 に あ る。つ ま り,・
;:・ll・号
ジ て:いる諸 企 業 か ら成 る一 つ の 集 団
…,irl.ewirtsch.aft五icheEinheitを形
た 。 ま た.:,H,Beckerathは「生 産,
`:・.一・的 に 経 営 せ ら れ,そ の 構 成 員 は
i二態.」9)と定 義 した 。 彼 は コ ン ッ ェ
:.t:Lngenから成 る 「全 体 企 業 」Ge-
Jngern-Sternbergは「生 産 ・販 売
.:.を確 保:するた め に,そ の 全 経 済 活
と:.し,また,W.Sombartは 「独
i、',すな わ ち,統 一 的 な 企 業 者 意 思.
:....一的 な計 画 とが 存 在 す る 場 合,こ
....たの で あ る。
i…〔:き所 こ そ は 異 な っ て い よ う と も,
.の 生 産 ・販 売 ・資 本 関 係 に お け る
:iうん,た と え ば 構 成 企 業 間 の 密 接
:::つい て は 論 者 間 に相 当 の 意 見 の 対
…:.{,に定:義内 容 に 若 干 の 変 遷 も見 ら
:1:のは,彼 ら論 者 た ち に と っ て コ ソ
.::1(密接 な る関 係 〉 は 外 的 関 係 の 規
「:iあり企 業 の 内 的 構 造 に 関 す る〉 も
{,と.もと 「コ ン ツ ェル ン は 外 部 的 支
＼ ン企 業 組 織 論 』1936,第5篇,参 照 。
8)R.Passow,Betrieb,Unternehmung,Konzern,.1925,.S、.100..




12)目 崎,前 掲 論 文 。 あ る い は 静 田 均 「コ ン ツ 三 ル ンIl=二関 す る 覚 え 醤 」 『経 済 論 叢 』 第57巻第4号,
1943,など参 照 。
13)小 島 精 一 『企 業 集 中論 』1927,138頁,Lief皿am1,'z.'τ.`)..S.263.
いわゆる 「コγツェルン」考(5)5
配 即 ち市 場 支 配 を 目的 とす る もの で は な」14)かが`1:2:=いうこ とで あ る。 言 い替
えれ ば,コ ン ツ ェル ン とは,カ ル テ ル あ るい は トラス トな ど独 占集 中 の問 題 と
して よ り も,当 初,ま さ し く新 しい 「企 業」 形 態Dあ.り よ うの 問題 と して 扱 わ
れ た の で あ って,し たが って,そ れ は 「株 式 会社=;ii…iと不 可分 離 の密 接 な関 係 に
在 」 り 「株 式 会 社 法 上 に無 数 の疑 問 と問題 とを巻iir起こ して ゐ」15>たの で あ る。
この よ うに,ま ず 「欧 州 大 戦直 後 の 〔ドイ ツの〕 ・=・ソ ツ ェ、ル ン運動 は主 と して
〔企 業 内部 の〕 経 営合 理 化 を 目的 と して進 展 した.、、一 一 〔しか し,の ち に1924
年 の イ ンフ レ終 熄 以 降 に〕 コ ン ツエル ン の発展 は市 場 独 占的 に転 回 した」1日)。
む しろ,コ ンツ ェル ン とい う巨大 な企 業 結合 体 の 出現 とい うこ とが,結 果 的 に,
市 場 独 占 問題 を生 起 す る よ うに な った とい う側 面 が あ った の で あ る。 あ るい は,
後 に述 べ る よ うに,企 業 の集 団形 成 の方 法(目WJ)と して は必 ず し も既存 企 業
の 「集 中」 だ け しが な か った わ け で は な く,む しろ,企 業 内部 の 「経 営 合 理
化 」 に よ って も コ ンツ ェル ンは形 成 され たの で あ る。
以 上 は と もか く,こ の よ うに,既 に 「コン ツ 幻 レン」 につ い て は定 義 も与 え
られ,多 くの こ とが 語 られ て きた。 した が って,今 、i茎ら付 け 加 え るべ き もの も
な い か に見 え る。 また,以 上 の議論 の展 開か ら むiつか る よ うに,日 本 にお いて
も早 く も1920年代 末 頃 か ら3,40年代 にか け て.li」れ ら ドイ ツの一 連 の議 論 を
紹 介 しっ っ,日 本 的 に解 釈 ・吟 味 を加 え るい くつ り・の論 稿 が 現 れ て い た。 それ
らは,当 時,い わ ゆ る 「コン ツ ェル ン」 な る もの.り～liヨ:本にお ㌔・て も よ うや く大
きな経 済主 体 と して現 れ,研 究 対 象.として も注 目され 始 めた こ.とを反 映 してい
た の で あ る。 「今 日の企 業 界 を展 望 す る と,各 個:i1;…:業は法 律 的形 式 的 に各 々独
14)大 隅 健 一 郎 「コ ン ツ ニ ル ン の法 律 的 組 織 概 観(1)」r法学 論iil隻.』第29巻第5号.1933,38頁 。 ま
た,R.Rosendorff,1万θrθ`ん漉`ん90rgαπ`5``ε伽4`lrKb[R:1…}ア'鰐,1.927,S.18,も同 じ く,カ ル
テ ル は外 部 的 関 係 を規 制 す る の に 対 し て,コ ン ツ ェル ン は:;1:1部的 関 係Innen・Verh試1misを支 配
す る もの と述 べ て い る 。
15)大 隅,同 上,34頁 。 ま た,大 隅 健 一 郎r企 業 合 同 法 の研3　1.』1935,128一ユ40頁,参照 。
16)目 崎,前 掲,880頁 。 〔 〕 内 は 引 用 者,以 下 同 様 。 な お',.ドイ ツ の イ ン フ レ期 に お け る コ ン ツ
ェ ル ン形 成 運 動 に つ い て は,加 藤,前 掲 魯,269頁 以 下 。.「∵ ン フ レ期 の コ ソ ツ ニ ル ン形 成 の 動 機
は,原 料 確 保,生 産 技 術 上 の 要 請,金 融 上 の 必 要,カ ル テ ノ・に 代 る市 場 規 制,イ ン7レ 利 得 な ど
さ ま ざ ま で あ 」 つた 。 同 前,275頁 。
6(6)第149巻 第1・2..:3尋
立 で は あ るけれ ども,極 め て小規 模 小 資本(,::.企業}よ除 く と して,事 実 はver-
ticalに参 差 相 重畳 し,ト ラス ト若 くは コ ソ1:ノエル γ と 千 姿 万態 ρ上 下 支 配 の
関 係 に立 た ざ るは ない 。宛 然 た る産業 の封 建 社会 で あ る」34)。
しか し、 こ う した ドイ ツを中 心 と して展llllされ た 「コ ンツ ェル ン」 概 念 一
これ をひ とまず 「本 来 の コ ンツ ェル ン」 と.し'.(=:おこ.チー 一一 に比較 して,今 日,
日本 で 「コン ツ ェル ン」 の通 説 的 理解 と して受 容 され てい る議論 をみ る と,そ
こには 次 の二 つ の大 き な特 色 を見 い だす こ とが で き'.る¢)であ る。 す な わ ち,Er
本 にお い て は,「 コン ツ ェル ン」 は,(1)も.つば ら 「資 本(企 業)集 中」 とい う一
側 面 か らの み,そ の 意義 内容 が 強 調 され て き.たと,いう事 実 であ る。 い わ んや,
それ は 資 本 集 中 の 「最 高形 態」 と して扱 わ れ.てきた こ と.も周知 の こ とで あ ろ う。
ロ ロ コ 　 ロ コ コ コ
さ らにま た,(2)それ は種 々の産 業 に ま たが る 「産 業 横 断 的 な組 織 」 と理 解 され
て きた こ と,こ れ もま た よ く知 られ た事 実 で あ る。
それ らの端 的 な表 現 こそ が,日 本 に おい て は1.いわ ゆ る 「カル テ ル ・ トラス
ト ・コン ツ ェル ン」 とい う順 序 で並 べ立 て る、資 本 の 「最 高支 配 集 中形 態 と し
て の コン ツ ェル ン」 「とい う把 握 の仕方 で あ った:11ヨ)。た とえぼ,「 コ ン ツ ェル ン
コ コ 　 コ 　 　 ロ ロ
は企 業 集 中 な る範 疇 に腐 す る と ころの経 済 現 象 であ り…… コン ツ ェル ンの本 質
は,そ れ が企 業 集 中 の一 つ の具 現.であ る といふ 点 にK"る」19)。す な わ ち,r企
業 集 中形 態 は企 業 連 合 ・企 業 合 同 ・コ ン ツ ェル ン と段 階 的 に発展 す る… …か く
て,コ ン ツ ェル ンに於 い て支 配 と結 合 との絹::...・.・が最 も柔 軟 に確 保 され,企 業 集
中 形態 は 薙 に於 いて,そ の最 高 の段 階 に達 す.る」%0)。あ る いは い う。 「我 々は
こxに,特 に コ ン ツ ェル ンの語.をトラス トと明 白　二区別 され た そ の上 位 概 念 と
17)竹 井 廉 「会 社 の 親 子 関 係 一 企 業 合 同 法 上 の一 考iili:・一・.jr.法学 論 纂 』1932,U月 号,246-247
頁 。
18)有 澤 廣 巳 『カ ル テ ル ・ トラ ス ト ・コ ン ツ 。・ル ン』(」==.),1937.,92頁,は「資 本 の 支 配 網 は,諸
企 業 を 見 え ざ る手 に よ って 一 個 の結 合 体 に つ く りあ げ る、,だか.らそ こ,には 参 与 関係 の 集 中 点,換
言 す れ ば,支 配 網 の 中 心 を 形 成 す る 企 藁 に よ 。,て支 配 せ られ る 資 本 的 支 配 の全 構 造 が 生 ず る が,
こ れ が 最 も普 通 に 云 は れ る 意 味 た お い て の コ ン ツ ェ ・・.ンで あ る。 だ か ら コ ン ツ ェル ンの 本 質 は 資
本 的 支 配 一 般 で あ る」 とい うσ
工9)高 宮 晋 『企 業 集 中 論 』1942,420頁。 傍 点 引 用 者,,;、1、下 同 様 。
20)同 上,39頁 。
いわゆる 「'コンツニル ン」考(7)7
し て 用 ひ た い 。 即 ち,そ れ は,単 一 部 門 に お け る独 ・:il的結 合 を トラ ス トと称 す
　 る コ ロ コ サ コ 　
るのに 対 して,か 玉る各 部 門 の トラス トの 若 干 を包 括 す る超 トラス ト的 結 合 を
意 味 す る もの と した い」2P。あ るい はま た.,「 コン ソェル ン と は株式 所 有 を基
じ 　 コ コ ロ コ コ ロ
礎 として,そ れ に加 えて資金貸付や人的参与な どをつ うじてさまざまの産業分
野 にまたが る数多 くの企業が 同一の資本 の支配下 に::1・ヨかれ るとい った,い わば
ロ 　 サ コ コ
資 本 の 集 中 に よ る企 業結 合 形 態 で あ る」22),などな ど.、,
この よ うに,日 本 では,コ ン ツ ェル ン とは企 業 の 「支配 集 中」 を 目的 に形 成
され た 「産業 横 断 的 な組 織 」 に他 な らなか った の でlii・・る。 これ が通説 的 な理 解
で あ った 。言 い換 えれ ば,も と も と 「コ=/ツエル ン;;1::,カル テル や トラス トの
よ うな1産 業 の市 場 独 占 を 目的 と した本 来 の独 占体':iiはなか った が,〔 日本 で
は〕 転 じて,最 高 の独 占組 織 と 目され るよ うにな つ..::きて い る」28)とい うこ と
で あ った 。 ま た,そ う した 「産 業横 断的 な組織 」 全体 の上 に立r,て 「資 本 集
中 ・支 配 集 中」 を行 う独 自の管 制 高地 と して の純 粋 持 株 会社(た とえば 財 閥本
社 な ど)の 存在 につ い て も,「 コ ンツ ェル ン」(日 本 語)は…当然 の よ う に 予 想
して きた ので あ る24)。
先 にみ た よ うに,ド イ ツ を中心 とす る諸 定義 にお いて もそれ ぞ れ重 点 の置 き
所 は違 っ てい た。 しか し,最 大 公 約 数 的 に は,先 述:;:)ように〔1)「法 律 上 独 立 の
諸 企 業 」 の② 生 産 ・販 売 ・資 本 関係 にお け る 「経済i:1勺統一 体」 とい う,共 通 の
理 解 が 含 まれ て い た の であ る。 これ に対 して,日 本 にお け るそれ は,上 に見 た




24)古 賀,前 掲書,173頁,は 「或 ものは これを実.際上,持 株会;1={:と同一視 してみる」 として,高
宮晋rカ ルテル ・トラス ト論』1948,を批判する。また,岡 村.[1i:人.「企藁形態 と企業結合形態 と
の発展的関連」r同 志社商学』第8巻 第1号,1956,は「数{li・・::6:)企業結合形態のうちで最 も高
度 のものは,持 株会社 を中心 として形成 される企業結合形態一で1…=漏」。「実 に,持 株会社は産業部
門や企業種類 の如何を問わずいずれの方向にも企業支配 ・企i馨illi拾の手をさし延べることができ
るのである。 いわゆるコソチ ニルンが持株会社 を中心に形成.さ:h.るの も,そ のことに基因する と
い えるわけである」 という(1頁,13頁)。
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れ は何 故 なの か,ま た い っ か らなの か,な ど::たい に興 味 を そ そ られ るが,そ の
こ とは別 に検 討 す る として,こ こで ほ い くつ か の 単純 な疑 問 を発 して み よ う。
た とえば,
1)・日本 で は これ ま で戦 前 の財 閥 を 「コ ニ'・.ツ。、ル ソ」 の 典型 例 と して きた 。
す な わ ち,「 財 閥=コ ンツ ェル ン」 とは疑 うべ き もない一 つ の等 式 であ っ
た。 と くに三 井 ・三 菱 ・住 友 な どの総 合財 閥 をそ う呼 び習 わ して きた歴 史
が あ る。 「三井 コ ン ツ ェル ン」 あ るい は7三 井 財 閥 コ ン ツ ェル ン」 の よ う
に。 しか し,上 記 の議 論 か ら,果 して 財 閥 を 「資本(企 業)集 中」 と して の
コン ツ ェル ン と考 えて よい のか 。
2)三 井 ・三 菱 ・住 友 な どの財 閥 も 「コ:γツ 、,,ルン」 で あれ ば,た とえぽ,
日窒 ・森 ・日曹 な ど もま た 同 じ く新 興 の 「…ソ ツ ゴ レン」 と呼ば れ た 。 し
か し,後 者 の新 興 コ ン ツ ニル ンの場 合,か:れ.らも多 くの事 業 に多 角 的 に展
開 は した ものの,そ れ は前 者 の総 合 財 賎:のよ うに桓垂々 の 「産 業」 に また が
る 「産 業 横 断 的 な組 織」.などとは言 えす,た とえば化 学 工 業 とい う一 つ の
「産 業」 の枠 内 で,そ れ を中心 と して 展 開 した もの にす ぎなか った 。 これ
ら両 者 は果 して 同 じ 「コン ツ ェル ン」 の名 の もと に対 等 に比 較 し うる もの
で あ るの か。
3)戦 前 の た とえ ば東 芝 や鐘 紡 を 「コン ツ ェル ン」 と呼ぶ こ と も普 通 に行 わ
れ て い る。周 知 の よ うに,そ れ らは三 ≠　ilオ閥 ・・ソ ツ ェル ソの傘 下(傍 系 と
は い え)に あ ったが,と す れ ば 三 井 コ ン ツ 、.ル:ノの 中 に東 芝 コン ツ ェル ン
や 鐘 紡 コン ツ ェル ンが あ る こ とに な る。 つ ま り,「 コ ンツ ェル ン」 の中 に
「コン ツ ェル ン」 が あ る こ とに な るが,こ.れ を ど う説 明す れ ば よい のか 。
2.「 コン ツ ェル ン」概 念 の二 義 惟 一・一コンッ、。ルンと企業 グループー
一 般 に 一つ の資 本 の下 に多 くの企業 が 集 合体(経 済 的統 一 体)を 形 成 す る場
合 に は二 通 りの仕 方 が あ る。 一 つ は.既 存 の他 企 業 を傘一下にお さ め る場 合(企
業 集 中)で あ り,こ れ は 上 述 の よ うに コン ッ 。.ルン形 成 の有 力 な手段 で あ る。
いわゆる 「コンツェルン」響(9)9
そ して,.日本 の場 合,こ う した他 企 業 の 支配 集 中 とい うこ とばか りを一 方 的 に
重要 視 して きた の で あ る。 しか し,企 業 の集 団形lilli;はそれ に限 らない。 す なわ
ち,他 の一 つ と して,親 会 社 に よ る子 会 社設 立(ilil絵社 の事 業 の分 離)と い う
手 段 に よ って も企 業 の集合 体 は形 成 され る。 む し.㌦ これ まで の実 際 の企 業 の
集 団 形 成史 に お い て主 力 を占 めた の は この方 で は なか った の か 。 そ して,と く
に後 者 の場 合 には,子 会社 は親 会:社の 「本 業 」 と珂 らか の事 業上 の関 連 性 を も
っ こ とに な るた め,必 然 的 に親 会 社 の産 業体 系 の.・軒 勺で の:集合 体 の形 成 とい う
こ とに な る25)。
と こ ろで,今 日の大 企 業 にお い て は,そ れが 単 体で 存在 す るよ うな ことは滅
多 にな く,そ のほ とん どが 「企 業 の集 合 体」 と し.':::存在 して い る こ とは よ く知
られ て い る。 す なわ ち,傘 下 に数 多 くの子 会社 を.;1iir機的 に編 成 した,全 体 とし
て 一 個 の 「企 業 グル ー プ」 と して存 在 してい るの で あ る。 と りわ け,日 本 の場
合,子 会社 の数 は 多 い もの で は数百 社 に のぼ る も:{)もあ る。 今 日の主 要 な 「企
業」 とは そ の ま ま 「企 業 グル ープ」 なの で あ り,1ノた が って,「 企 業」 分 析 と
は 「企 業 グル ー プ」 分 析 でな けれ ぼ な らない とい うこ と も既 に常識 と な って い
る26)。しか も,「 企 業 グル ー プ」 とは,数 多 くのji;…:業の 単 なる寄 せ 集 めで は な
い。 それ は全 体 と して一 個 の有 機 的 な企 業 集合 体 を作 り出 レて い る。 す な わ ち,
親 会 社 の 「本 業」 を中心 と して,(1)親会 社 の本 業 か ら多 角 的 に展 開 レた,あ る
い は(2)親会 社 の本 業 を垂 直 的 に補 完す る役 割(た とえば 親 会 社 へ の部 品 ・原
材 料 の供 給 製 品 の再 加工,販 売 ・流 通 サ … ビス,運 輸,研 究 開発,な どな ど)
を担 う,多 数 の子 会社 群 か ら成 って い るので あ る、.上の 「有 機 的」 とはか か る
25)た とえば,目 窪 コソツニル ソの社史はいう、,「最近当社の紹介に当ってよぐ く日窒 コンツェル
ン〉又は く持株会社 としての 日本窒素〉等の文字を用ひた経済=雑誌 を見る事があるが,… …然.る
に当社 〔の子会社は……〕当社 のみに依 って設立せ られ其ii澱:資が事実上 当社独 りの手に依って
なされてるる,当 社事業の発展は近代経済 に於ける資本のiilli力を巧 みに利用 した事 に依って持 ち
来された ものといふ可 きではな く個々の事業其者の 内部X1:';3.展に依 って自然に もたらされた もの
で何等不 自然 なる他資本の合 同合併に依 った.ものではない.、!。.「日本窒素肥料事 業大観』1937,
412頁。
26)下 谷政弘 「企業 グループと産業融合.」r経済論叢』第13〔　li彿:5・6号,1986.あるいは坂本和
一 ・下谷政弘編r現 代 日本の企業 グル.一ブ』:東洋経済新%1;!:1987,参照。
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意 味 にお いて に他 な らな い。 さ らに,「 企 業 グル … プ」 の全体 は親 会 社 に よる
株 式所 有 ・役 員派 遣,あ る いは ま た経 理 ・T?:売の統…一な どに よって一 個 の 「経
済 的統 一 体」 と して,す な わ ち 「複 合企 業:又は 総 合企 業(daskolnplexeod.
zusammengesetzteUnternehmen)」27)とし噛`⊂運 営 され て い るの で あ る。 そ し
て,こ う した 「企 業 グル ー プ」 こそは,ま:i…し く,さ きに見 た 「法 律上 独立 の
諸 企 業」 の生 産 ・販 売 ・資 本 関 係 に お け る.経:済的統 一体 」,す な わ ち 「本 来
の コ ンツ エル ソ」 そ の もの であ った 。 あ るい ほ,先 にふれ たH.Beckerathの
い う 「全:体企 業 」Gesamtuntern61men,す}:1:1わち,「 事実 上 新.しい統 一 的 に運
営 され る企 業 となれ る コン ツ ェル ン」28〕に他 な らなか った の で あ る。
親 会社 の 「本 業」 とい うもの を中心 に,そ れ を盛 り立 て る形 で形 成 さ れ た
「企 業 グル ー プ」 とは,必 然的 に一 個 の産 業 体 系 の枠 内で 形 成 され た集 団 で あ
る(も ち ろん,歴 史 の推 移 と と もに その枠lli:変化 す る)。す な わ ち,そ れ は 少
な く と も 「産 業 横 断 的 な組 織」 とい う もの では なか った 。 また,傘 下 の子 会 社
の う ちには 「資 本(企業)集 中」 に.より編 入 され た もの も含 ま れ るが,そ の多 く
は 「資 本集 中」 の結 果 と して とい うよ りも む しろ親 会 社 の 事 業 の一 部 が分 離
(Spin・off)され た か,あ るいは親 会 社 が 新 た に設 立 した二毛の で もあ る。
この よ うに,私 た ちは い わぼ 「本 来 の コン ツ 、。ル ソ」 の姿 と も言 うべ き もの
を 「企業 グル ープ」 とい う形 で身 近 に知 ゲ:::いる。 こ うした 「企 業 の企 業 グル
ープ」 化 に よ る 「コ ンツ ェル ン」 の形 成 とい うこ とぽ,日 本 の場 合 ま ず)第




的問題 の決定を全体 の意思に服従 し,謂 は 竺新 しき
ふことである」。小島,前 掲 『企業集中論』138頁,
いはまた,「 コンツェルンは,之 を構成する各単伎
問に生産技術上,経 営指導上,販 売上,若 くは金融
て各企業の損益計算 の上 に重大なる影響 を及ぼすの
二篠 主義 ら,コ ンツェル ン全体を一つの企業に準ず
の工業化 と新興 コンツェルン」 『科学主義工業』1S
1
・il`∋.勉4脚`r'α'翻π雄,1♀30,S.253.なお,
「=[[の々 構 成 分 子 が 原 則 的 に 真 金 経 済 的 及 技 術
、'i二体 企 業 の 内 に 本 質 的 に 没 入 し て し ま う と言
:;IEIckeτa1;h,Kr～卵 θ.._.,S.5ユf.参照 。 あ る
1=1・夫 々一一・の 企 業 と して 存 立 し乍 ら,実 は そ の
..=何等かの関係を維持 し,此 等の関係を尋}
『:
.'S)る・ そ の 結 果,或 る 程 度 ま で 構 成 企 業 は




二 ・三 流 の投 機 的 冒険 的資 本 家 群=大 戦 期 く新 興)財 閥」剛 に よ って行 な われ
た。 しか し,本 格 的 に は,ほ ぼ1930年代 以 降 に非 常 に盛 ん に な って きた もの と
思 われ る。 その典 型 例 が いわ ゆ る 「新興 コ ン ツ ・・ル γ」 で あ った こ とにつ いて
は既 に述 べ てお い た30)。当 時 にお い て,親 会 社 を1・:[心に.,その 事 業 関連 的 に多
くの子 会 社 を設 立 して形 成 され た グル ー プは 新 興 の 「・・ソ ツ ニル ソ」(あ るい
は 「産 業 団」)と 呼 ば れ た が,以 上 述 べ て きた よ.i.:ミ:=,それ らが そ う呼 ば れ る
だ け の確 か な理 由 は あ った の で あ る。
しか し,他 方 で また,私 た ちは総 合 財 閥 に典 型:IFlを見 る よ うな,種 々の 産業
に また が って存在 す る 「産 業 横 断 的 な組 織」 た る=・ン ツ.、ル ソの存在 も知 って
い る。 先 述 した よ うに,日 本 で普通 に 「コン ツ ニ,ル=・/」とい う場 合 は もっぱ ら
こ ち ら を指 して きた の で あ る。 そ して,こ れ は上.:::述べ た 「コ ンツ ェル ン(企
業 グル ープ)」 とは 内容(集 団の 次元)も 異 な り..そ.のま ま対 等 には 比較 で き
な い もの であ った 。 つ ま り,こ こで強 調 してお くべ きは,.日本 にお い て は これ
ま で 「コン ツ.。ル ン」 概 念 は 暗黙 裡 に こ うした二 様 の用 い られ 方 を して きた と
い うこ とで あ る。 しか も,コ ソ ツ ェル γ とい う用{ii}で主 と.して 問題 と され て き
た の は もっぱ ら後 者 の方 であ って.,その た め,前 者 の企 業 グル ー プ と し て の
「コ ン ツ ェル ン」 形成 の持 つ 意義 の方 は不 当 に無 視 され 続 け て きたの であ る。
以 上 が,先 に掲 げ た よ うな単 純 な疑 問 が 生ず る理:…≡iでもあ った し,ま た 議論 の
混 乱 を招 い て きた 原因 で もあ った と言 わ なけれ ば;:1:らない、,
11コ ン ツ ェル ン と 「財 閥..概念
1.新 興 コ ンツ ェル ンの 台頭 とその歴 史 的意 義
29)露見誠良 「第一次大戦期重化学工業化 と く新興〉財閥の資金調達機構」 『経済志林』第42巻第
3号,1974,1.16頁。 第一次大戦期の重化学工業化は 「投機的商業資本 を牽引力 とする貿易→海
運→造船→鉄鋼 へと深化する分業体系 を主軸 とし,合理 化 越・推進 力とする電力→電機 ・化学へ と
深化する技術合理的 な分業体系 を副軸」 として展開 された.,「'.:二の貿易 を起 点とする投機的な重
化学新市場 に対 し・…∵非支配的な投機的資本群が積極的に孝i:㌧λ.し,短期間の うちにコンツェル ン
化 していった」。同,117頁。
30)下 谷政弘 「新興 コンツェル ンと企業 グループ」 『経済識ii.:.第137巻第2号,1986。
12(12)第149巻 第1・:2.・:3号
1930年代 に台 頭 して きたい わ ゆ る新 興 コ ン「:♪'、,、ル ソ につ い て の こ.れま での研
究 方 法 とは,そ れ らの 内 か らい くつ か の代 表例 を取 り出 し.そ れ ぞれ の特殊 性
を検 出 しな が ら 「新 興 コ ン ツェル ン」 全 体 の特 金改を描 き出 そ うとい う もので あ
った 。通 常 は,よ く知 られ て い る よ うに,Fil産・1三【窒 ・森 ・日曹 ・理 研 の五 つ
が 代 表例 と して取 り上 げ られ て きた 。 しか し、 既 に批 判 して お い た よ うに8Ui
こ う した 研究 方法 そ の もの には 多.くの 問題 点 が 含 ま:れマ=いた 。 た とえ ば,何 よ
りも新興 コン ツ ェル ン を これ ら五 つ に無批 判 的}こ限定 しそれ らの 「特 異性」 の
解 明 ばか りに 目 を奪 わ れ て きたが た め に,・一..・体,新 興:・γ ツ ェル ンの 台頭 とい
う こ とが 全体 と して どの よ うな歴 史 的意 味 を も ったの か とい う こ との 追 究が な
お ざ りに され て きた の で あ る。 そ.もそ も,こ::.の時 期 に新 興 コ ン ツ ェル ン と して
台 頭 した のは 上 の五 つ だ け では な.かった。 な.ぜ.五つ なの か 。 それ ど ころか,逆
に,当 時 の主 要 企業 は む しろ一 斉 に 「一企 業 の::てb業.グル ・一プ化」,づ ま り 「コ ン
ツ ェル ン」 化 を開 始 しだ した とい う事 実が あ る。 した が って,い わ ゆ る五 つ の
「新 興 コン ツ ェル ン」 とは それ らの 中 で の典 型例 で は あ.つた として も,け っ し
て そ の全:体で は なか った と言 わ なけ れ ば な らない 。 これ ま で の新 興 コ ン ツ ェル
ン研 究 は,「 新 興 コ ンツ ェノ.レソ」 と呼 ばれ 「::きた 五 つ だ け を そ のま ま無 批 判 的
に対 象 と して取 り上 げ て きた にす ぎず,な ぜ それ らが新 興 の 「コ ンツ ェル ン」
で あ るの か,に つ い て は不 問 の ま.ま放 置 し「1:き'たの であ る32)。
しか し,さ らに重 要 な こ とは,こ う.した い わ ゆ る新興 コン ツ ェル ンの 登場 と
31)同前。
32)た とえば,大 塩武r同 室 コンツェルンの研究』1999,343頁,{よ「新興 コンツェルンとい う用
語は既成の コンツェルンを前提にし,そ れ との比較 『(:11めて成立 しうる 〔?1〕用語である」 とい
うが,問 題ばその 「既成の コンツェル ン」 とは一季曄弔な:つたのか とい うことである。 また,同
「新興 コンツェルン」r社 会経済史学.』第47巻第6　ii・,:L991.,はこれまでの 「新興 コンツェルン
;財 閥」 とい う通説的理解 を否定 した.点で注 目されd$h'1,新興 コγツェル ンを1930年代の特 殊
「歴 史的概念」 として固定してしまったため,議 論ili欄禄そこで停止 した。新興 コンツェル ンを
「歴史的概念」 であると言 う場合,そ れはけっしてil⑪年f監日本 の特殊性の中に閉 じ込めてしまう
ことではな く,戦後の 日本との,あ るいは国際比較 つ中にどρ)ように 「歴 史的に」位置 づけ られ
る概念であるかを示す ことでなければ:ならない。 さ・irの「新興 コンツェル ン=財 閥」 という等式
の否定 も,新興 コンツェルンを周知の五つに限定 し」d潮:ゴごけ,す なわ ち,適 職申理解}…」,たが
った時にだけ言 えることにす ぎず,た とえば中島.・松下.・豊田などの ように,財 閥であ った 「新
興 コンツエルン」の事例はい くらも挙げうるので あ;蜘
い わ ゆ る 「'コン ツ ェル ン」 考(13)13
い う こ とだ け で な く,既 成 の財 閥傘 下 の諸 「企 業 」 もまた,同 じ頃 に同 じよ う
に,そ れ ぞれ 「コ ン ツ ェル ン」 化 の動 きを示 し始 め.;犀二::とい う事 実 で あ る。 「企
業 の企 業 グル ー プ化 」,す な わ ち 「コ ンツ ェル γ」1;:)形成 とい う動 きは.新 興
企 業 だ け に,あ るいほ 財 閥 か ら相対 的 に 自立 的 で あ った企 業 だ け に顕 著 とな っ
た 現 象 で は なか った。 既 成 財 閥 の傘 下企 業 の それ ぞ:・Lしに お い て もまた例 外 で は
な か った の であ る。 しか も,こ う した 財 閥傘 下 企業;:)そ.れそれ の 「企 業 グル ー
プ」 化 とい う動 きは,後 述 す る よ うに,財 閥 の組 織 その 竜の の あ り方 に も大 き
な 「変 質 」 を迫 る もの とな って い く。
それ は と もか く,1930年代 の 新興 コ ンツ ェル ン台;ili{の歴史 的意 義 とは,彼 ら
が 日本 に お け る本 格 的 な 「企 業 の企 業 グル ー プ化 」:il…i象の 先 駆的 事 例 を表 現 し
て い た とい う こ とで あ った。 あ るい は,本 稿 の テ ーマ に即 して い えば,日 本 に
お いて も 「本 来 の コ ンツ ェル ン」 が本 格 的 に簇生 レ よじめ た こと を身 を もって
端 的 に示 した存 在 で あ った とい う こ とで あ る。
と ころ で,こ の時 期 に多 くの 「企 業」 が 自 らを親ri;≡ミ・社 とす る 「企 業 グル ー プ
(コンツ ェル ン)」化 を開始 す る こ とに な った 時代 背:景にっ 、・て 明確 に説 明す
る こ とは 必 ず し も容 易 では ない33)。しか し,一 般 的ll:;書って,1930年代 とは 産
業 の重 化 学工 業 化 が急 速 に進 ん だ時期 で あ り,ま た 新 興 の技 術 が 旺盛 に導 入
され た時 期 で もあ った。 今 日的 な言葉 で い うな ら.:ilil;一…次大 戦 期 ブ ー ムの場 台
と同様 に,「 ビジネ ス チ ャ ンス」 とい う もの に恵 まれ た 時期 で あ った 。 した が
って,個 別 の企 業 内 に お いて ほ生 産 の迂 回 化,垂 直 的 拡張,あ るいは 多 角的 展
開 が活 発 に行 わ れ た 時期 で あ った とい う ことが で きる。 そ の結 果 と して,企 業










した た め に,結 局,そ れ らが法 的 には 独立 の(し た が って経 済 的 には 全体 に服
す る)子 会社 と して分 離 され て い った の でlll■iil。あ るい は,「 多角 経 営 を行 ひ,
企 業 の規 模 が大 とな り活動 内容 が複 雑 とな る と きは、 連 絡 統 制 を保 って之 を経
営 して ゆ く事 が甚 だ 困 難 とな る。 一般 に大 規 模企 業 に1なる程 経 営 が 困 難 と な
り,従 って経 営 の費 用 が 多 くな る。 工場 を数1il症所 に分 割す るば か りで な く,企
業 と して も別 個 の もの とす る方 が有 利 とな る と され て み る」 「コン ツ ェル ンは
多 角 経 営 と大 規模 生 産 とを調和 す る方 法 と し.て意義 が あ る」84)。こ う した,い
わ ぼ生 産 力的 な基 礎変 化 へ の対 応 策 とい うこ.とに加 えて、 ま た,1930年代前 半
とは証 券 市 場 が 活況 を帯 びた 時期 で もあ り,上 記 の事 業活 動 のた めの 旺盛 な資
金需 要 が,子 会社 設 立 とい うこ とに よ って一/:図され た こ1とも重要 で あ った と言
え よ う。 あ る いは,レ ー ニ ンが指 摘 した よ うに,「 貸借 対 照 表 を見 や ぶ られ な
い よ うにす る ため の手 段」 としての 「〈子 会.:i土〉 の 設立 ま たは併 合 に よ って単
一 の経 営 を多 数 の部 分 に分 割」as)する こ と{i.急速 に普 及 して い った と考 え られ
よ う。
2.財 閥 の 変 質 一 コン ツ ェル ンか ら 「コン ツ 、ル ン」 の集 合体 ヘ ー
上 に述 べ.たよ うに,30年代 の 「'企業 グル ー
くの 「新興 コ ン ツ ェル ン」 を登 場 させ た ぼ;1
きた傘下 の 諸企 業 に対 して もま た同 様 に押1
の諸 「企 業」 が,そ れ ぞ れ,自 らを親 会 社1
プ」 とな り始 め た の で あ る。 この こ とは,こ
大 宇宙 の中 に,傘 下 企 業 ご との 「コ ソ ツ ェノ
こ と を意 味 して い た。 あ る いは,同 じ ことブ
重 層的 構 造 を と り始 めた こ とを意 味 してい 　
で の 財 閥 コン ツ ェル ン と して,す な わ ち傘"
..
・プ」化 と.いう大 きな動 きは,数 多
・りで は な く,既 成 財 閥 を構 成 して
..零ぜ て きた。 す なわ ち,財 閥傘 下
二.して子 会 社 を擁す る 「企 業 グル ー
:.れま での財 閥 コ ンツ ェル ン とい う
・γ」 とい う小 宇 宙 が 誕生 し始 めた
:liが,企業 の集 団が こ こに2段 階 の
:::ので あ る。 つ ま り,一 つ は これ ま
;1の構 成 諸企 業 か ら成 る 「産 業横 断
34)田 杉,前 掲,192頁 。
35)レ ー ニ ン,前 掲,83頁 。
いわゆる 「コンツェルン」考(15)15
的 な組 織 」 と して,他 の一 つ は,新 た に それ ら傘 下 企 業 の それ ぞれ を親 会 社 と
す る個 々の 「コ ンツ ェル ン=企 業 グ、ル ー プ」 と して,=すな わ ち,こ こに,先 に
述 べて きた コ ン ツ ェル ン概 念 の二i義性 が,実 際 には ・zソツ 、,。ル ンの2段 階 の 重
層 構 造 と して 現れ た の で あ る。
も ちろ ん,こ れ ま で に も,コ ン ツ ェル ンの種 類 に・::)いて,(1)維拾 財 閥 を典 型
例 とす る もの と,② 新 興 コ ンツ ェル ンの如 きを例 とす る もの との 相違 に つ い て
指 摘 が な カL.たわけ で は な い。 しか し,そ の場 合 で も,た と えば 金 融(資 本)
型 コ ンツ ェル ン と産 業(資 本)型 コン ツ ェル ンの よ うに,両 者 を2様 の並列 タ
イ プ と して対 比 させ て きた にす ぎなか ったBe>。上述.しだ よ うに.,これ らは二 つ
の並 列 タ イ プ と して では な く,次 元 を異 にす る相 互}::::重層 的 な関 係 にあ る もの
と理 解 す べ きで あ ろ う87)。
と こ ろで,30年代 に入 って の財 閥 の 「変 質」 につ いて は,す で に各論 者 の指
摘 す る と こ ろで あ る。財 閥 は30年代初 頭 のい わ ゆ るr財 閥転 向」 を皮 切 りに,
以 降,日 本 経 済 全般 の重 化 学工 業 化 の 進展 と戦 時 統 制経済 へ の移 行 の 中 で,
「傘 下企 業 の 自主 的 事 業 活 動 の枠 を広 げ る こ とで,産 業 構 造 の変 化=生 産 力 の
上 昇 に対 応 し,そ の大 きな生 産 力 を包 摂 す る こ と で財 閥 の組 織性 が 変 質 し
た」a8》。す な わ ち,傘 下 企 業 の財 閥 本 社 か らの 自立イ::,あるい は 財 閥 組織 の 「分
権 化 」 の動 きが 急 速 に進 行 し始 めた の で あ る。 もち ろ ん,こ.う した分権 化 の動
きに抗 す るい くつ か の事 実(求 心 力 回復 の試 み)も 見 られ た が,逆 にそ うした
事 実 の存 在 はか え って 分権 化 とい う不 可逆 的 な動:き』の強 さを示 した もの で あ る
と解 釈 で き よ う。 と くに戦 時経 済 へ の 傾斜 の中 で 財 閥 を構 成 す る傘下 諸 企 業 は,
36)た とえば,國 弘員人rト ラス ト・カルテル論』ユ948,136・一.1.El頒:,など。ちなみに,『経済学辞
典』第3版,岩 波書店,1992,483頁(里見賢治執筆)で は".='ノツ。、.ルンとは,異 種産業部門
に属す る諸企業示単一の資本系列に統括 されて形成する縦断ill;.〔?1〕・多 角的な独 占的 巨大企業
集団」 という模範的 な日本的 コγツェル7概 念を掲げた上,.喉.型としての 「金融資本型」 ロンツ
ェルンに対 して 「産業資本型 コンツェル ンは,限 定 された不1;liヒ全なコンツエルソ 〔?!〕である」
とす る。.




一 方 で相 互 間 の関係 を深 め なが らも,他 方 「::1それ ぞれ は急 速 に 自立 性 を高 め て
い った の で あ る39㌔
言 うまで もな く,財 閥傘 下企 業 の財 閥水 室.i二か らの 自立 化 の 動 きは具 体 的 には
資 金 調達 ・資 本 投下 ・人 事 な ど をめ ぐ る意 早i!決定 にお い て顕 著 で あ った。 しか
しま た,そ れ は 傘下 企 業 の 「企 業 グル ープ」 化 とい う形 で も象 徴 的 に現 れ た。
財 閥 の傘下 中核 企 業 は それ ぞれ 「相 互 に 牒:係を深 化 させ 」 なが ら も,他 方 で
「本 社 か らの規 制 を離 れ て諸 資 源 を囲 い込 みっ つ,自 らの企 業 グル ープ を形 成
した」40)ので あ る。 そ して,そ の結果 は,財 閥 コン ツ ェル ン とい うこれ まで の
一体 的組 織 か ら,し だ い にい くつか の 「コ7ソ ェル ソ」 か らな る集合 体 へ とい
う,新 た な組 織 へ の変 貌 を示 す こ とに な っ たの で あ る。
3,「 財 閥」 概 念 の 再検 討
「財 閥」 とい う用 語 の本 来的 な る語 義詮 蛮川 は と もか く と して も これ ま で
その定 義 を め ぐって は種 々の議 論 が あ った.仁主要 な:もの と しては,一 つ に は,
それ を 日本型 「金 融 資 本」 の積 極 的 タ イ プ.111と規 定 す る捉 え方 で あ り、 他方 で
は,と くに経営 史 学 の分野 にお け る定 義 す なわ ち 「富 豪 の家 族 ・同族 の封 鎖
的 な所 有 ・支配 下 に成 り立 つ 多角 的事 業経 営 体」43)とす る もの が あ る。 そ のい
ずれ を採 るか は別 に して も,前 者 の場 合 は.iきの組 織 形 態 と して の コ ン ツ ェル ン









42)柴垣,前掲書。・)甜悪弊 認 奇曲11舗翻1:　1:詫縦 難 も灘 総
財閥の歴史的位置」同編 『日本の財閥』1976,参.1lli:.、、
44)財 閥の蓄積形態上の特質たる自己,錠融に臓 て,1鮪 礁 翅 ・特質たる・ンツ・ル ンの骸 ノ
いわゆる 「コンツェルン」考(17)17
た とい う 「理 由」45)から コン ツ ェル ン規 定 をそ こか ら排 除 す る。 言 うま で もな
く,こ れ ら両 者 は ア プ ローチ の方 法 にお いて 全 く相 反 す る立場 に あ るわ けで あ
るが,し か し,い ず れ の側 もコ ンツ 、。ル ン とい.うもの の理 解 こ二つ い て は,こ れ
ま で見 て きた よ うに,(1)異種 産業 を横 断的 に支 配す る,② 独 占的 な資 本 集 中機
構,す なわ ち,日 本 的 な コン ツ ェル ン概 念 で捉 えて …紛 こ点 では 共通 で あ る。
既 成 の財 閥 概念 か ら コ ンツ ェル ンを峻 別す る こ とを積 極 的 に打 ち出 した議論
もあ る。 そ こでは 「財 閥 を財 閥 た ら しめ る独 自の シス テ ム」 とは 「同族 の封 鎖
的 所有 ・支 配 」 で あ った と して,第 一一次 大戦 後 の 日7;:の工 業 化 の進 展 を,か か
る 「財 閥特 有 の シス テ ムに もか か わ らず」 「コ ソ ツ 、:、ル γ特有 の シス テ ムの ゆ
え に」 促 進 され た とす る興 味 深 い 見解 で あ る4〔D。これ まで の議 論 が す べ て両 者
を分別 す る こ とな く,「 財 閥=コ ン ツ ェル ン」 とい う等式 の ま ま に踏 襲 され て
きた こ とを考 えれ ば ひ とつ の斬新 な切 口の提 示 で あ る と評 価 で きる。 「従 来 の
研 究史 の限 界 は,端 的 に言 えば,コ ン ツ 。.ルンの形 成 を財 閥論 の脈 絡 の 中 で論
ず る こ との無 理 か ら生 じた もの であ った⊥,し か し,そ こで は コ ンツ ェル ンが
どの よ うに捉 え られ て い た のか,と い う こ とが や は り問 題 と護煮る,こ の 議論 に
お いて は 「コ ン ツ ニル ン をカル テル や トラス トよ り高 次 の独 占組 織 とみ なす 通
俗 的 な議 論 に は くみ しな い」 とい う。 しか しな が ら,そ の コン ツ ェル ンの定 義
を見 る と,コ ンツ ェル ン とは 「持 株 会社 に よ る複 数 の 傘:下企 業 の株 式 所 有 を通
じて,同 一 資 本 で異 な る産 業部 門 の支 配 を 目指 す独 「:i組織 の一 形態 」 と規 定 す
る よ うな,あ るい は ま た,コ ンツ ェル ン形 成 の意 義 を』「.株式 会 社 の機 能 を活 用
し社 会 的 資 金 を導 入す る」.もの と してだ け一 方 的 に強 調 す る よ うな,ま さ し く
通 俗的 な議 論 に くみ して しま った の で あ る。 そ の ため に,第 一 次 大戦 前後 期 の
「コン ツ ェル ン形 成 運 動 」 の もった意義 内容 を ほ とん ど… 面 的 に割 り切 って し
ロ ロ
＼ は,「 傘下事業会社が獲得す るほん らいの独占利潤以上 の超過;…li潤を実現す る・..・…資本そのもの
の独 占体」にあるとす る。柴垣,前 掲,311〕一312頁。傍点ば原:ll確..
45)この 「理由」への批判 として,武 田晴人 「最近の財閥史研究 ・il.め..ぐって:」『経済評論』ユ982,
9月号,119頁,参照。
46)以下 は,橘 川武郎 「第一次大戦前後の日本におけるコンツユ..レ':・形成運動の歴史的意義」 『青
山経営論集』第22巻第1号,1987,を参照。
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ま う結 果 とな り,ま た30年代以 降 の財 閥 の毅 質 や コン ツ ェル ンの 重層 化 とい う
変 化 もま った く視野 に入 らない こ とに な つ 「::しま った 。
要 は,第 一 次 大戦 期 の 「コソ ツ ェル ゼ形 成運 動 」 にお い て財 閥 が コン ツ ェル
ン化 した とい う場 合,前 述 して きた よ うに.日 本 にお け る コ ソ ツ ニル ソ概 念 の
二 義 性 とい うこ とを考慮 の前 提 か ら外 すべ 虻 では な:かった とい う こ とに 尽 き る。
この 時期 に は,三 井 ・三 菱 な どの よ うに 「感 果横 断的 な組 織 」,い わ ゆ る コ ン
ツ ェル ン と な った財 閥 も現 れ た が,そ の他 は,「'二:い≡≡流 財 閥=大 戦期 く新
興 〉 財 閥」 な ども含 め て,む しろ 「本 来 の に・ン ソェル ソ」 と して登 場 した もの
が 多 か った ので は なか った の か,と い.うこ:llであ る。 よ く言 われ る こ とで あ る
が,か れ らが 「総 合 財 閥」 で は な か った とい う含 意 は一 体 何 か 。 そ れ は,か れ
らが 財 閥(同 族 の封 鎖 的所 有 ・支 配)で は:.il・・:,ても,ま だ,い わ ゆ る コ ン ツ ェ
ル ン と して で な くむ しろ弔 っ の産 業体 系 の1:・==rでの 関連 性 をi自求 した 「本 来 の コ
ン ツ ニル ン」 の方 に近 い存 在 で あ った こ と.ilご示 して い た ので ほ な か ったの か 。
これ まで 無 批判 討 に想 定 され て ぎた こ とで1.;;:あるが,こ の時期,す べ て の財 閥
が 「異 な る産業 部 門 の支 配 を 目指 す 独 占組 織 」 と して の コ ンツ ェル ン とな った
わ け で は な か った、 とい う こ とで あ る。
また,30年 代 には 財 閥 と離 れ た とこ ろで 「本 来 の コン ツ ェル ン」 が新 興 コン
ツ ェル ン と して一 斉 に族生 し始 めた こ とは す で に:述べた カミ,財 閥傘 下 の諸 企 業
もま た それ ぞ れ 同様 の動 き を示 す こ とに よ ・=,て,すな わ ち,傘 下 諸 企 業 の 「企
業 グル ープ」 化(「 本 来 の ロ ソツ ェル ン」'1つ の進 展 に伴 っ て.財 閥 は全 体 と
して コン ツ ェル ンの2段 階 の重 層構 造 と して現れ た0)であ る。 つ ま り,そ れ ぞ
れ 固有 の産 業 体 系 の枠 内で の 「コン ツ ェル ン」 展 開 を遂 げ始 め た傘 下 諸企 業 と,
それ らを全体 と して統 括 す る 「産 業横 断的 な組織 」 た るい わ ゆ る コ ンツ ェル ン
と して。 さ きに 見 た 日本 にお け る コソ ツ 。、ル ソ概 念 の二 義 性 とは,ま さ し く,
こ う した30年代 にお け る財 閥 の組 織 構 造 のi変i化の結 果 と して,す な わ ち,コ ン
ツ ェル ンの重 層 構 造化 と と 毛た生 み 出 され た もの で はな か った のか,と い うこ
と で あ る。
いわゆる 「コンツェルン」.lii,(19)19
「同族 の封 鎖 的所 有 ・支 配」 に も とつ く財 閥 の生 涯 とは,.多くの場 合,そ の
誕 生 か ら 「解 体 」 に至 るま で,決 して長 い もの てほ なか った。 しか し,そ の長
くは なか った生 涯 の中 で も変 化(変 質)を 遂 げ て …ii・た こ.と..が重要 で あ る。 それ
は 静 態 的 な組 織 で は なか った。 従 来 の財 閥概 念 の欠 陥 とは それ を成 長 転 化 を遂
げ る組織 体 と して十 分 に表 現 で きな か った ことに あ る。 財 閥 と一 口に言 って も
様 々 では あ るが,一 方 で,30年 代 以 降 日本 の紐:済構 造 の変 化 と と もに 「同族
の 封 鎖 的所 有 ・支 配」 とい う こ とが確 実 に弱体 化 の一 途 をた ど った こ とは 周知
の こ とであ る。 ま た他 方 で,組 織機 構 の面 で も,そ れ は,当 初 の 「企 業 の企 業
グル ー プ」 化(「 コ ン ツ ェル ン」 化)に よ る変 茸il.を経 て の ち,一 部 の 財 閥 に つ
い ては..さらに今 度 は,傘 下 の諸 「企 業」 が それ ぞれ に 「企'業グル ー プ」 化 を
遂 げ る こ とに よ って形成 され る 「企 業 グル ー プの集 合体。」 と しての 財 閥 へ と,
成 長転 化 を遂 げ て きた の で あ る。 この 「企 業 グノ:・.…一プの 集・台・体」 へ と変質 を遂
げ て しま った財 閥 か ら,戦 後 のい わ ゆ る6大 企 業 集 団へ の,す なわ ち,ゆ るや
か な 「企 業 グル ー プの連 合 体」 へ の転 換 まで は あ;i::..一一一歩 の こ とで あ った。
結 語
以上,見 て きた こ とか ら も推 測 で きる よ うに,f=f:本の企 業 の集 団形 成 史 を観
察 す る場 合,.一貫 して キ ー概 念 と.なって きた の は他 な ら}～ユ 「企 業 グル ープ」 で
あ った と言 うべ きで あ る。 それ が ま た,「'本来 の=…ン ツx/L・ン」 で もあ った こ
とは繰 り返 し述 べ て きた。 この 「企 業 グル ーー プ」 概念 を基 本 に,こ れ ま で の通
説 的 な コン ツ ェル ン概 念 を,あ るい は 財閥概 念 を再検 討 した場 合,一 体,今 ま
で 見 え なか った 何 が見 えて くるのか,と い う こ とが:本稿 の狙 い で もあ った 。 日
本 では これ ま で いわ ゆ る コン ツ ェル ン概 念 の二ix無 視 した ま ま に議 論 の混
乱 を重 ね て きた ので あ るが,こ の よ うに 「企 業 グル …プ」 概 念 を基 礎 に して整
理 し直 す こ とに よ り,企 業 の集 団形 成 史 は 「財 閥 か ら6大 企業 集 団へ 」 とい う
単 線的 ・皮 相 的 な もの と してで は な く,む し ろ複線 的 な流 叡、と して,し か もそ
れ らは互 い に重 層 的 な関係 を もった流 れ と して把.1:舅…す る こ と.が可 能 とな る ので
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は ない か。 あ る いは ま た,戦 前 ・戦 後 を一貫 して見据 え るべ き新 た な視 点 を獲
得 で きるの で は ない か,と い うこ とで あ る。1三木 の企 業 の集 団形 成史 を,単 に
「財 閥 か ら企 業 集 団 へ」 とい う単線 的 ・皮 相 的 に理 解 す る こ と,す なわ ち.そ
の流 れ を構 嘆 して きた 諸 「単位」 の も った:lil淋・内 容 とい う もの を全 く無 視pて
こ と足 りる とい う今 日の支 配 的 な現 象 とい うの も,ま た,や は りこれ ま で の 日
本 的 な コン ツ ェル ン理 解 とい う 「通 俗 的 な議 論」 か ら抜 け 切 れ て い ない証 左 と
言 わ ねば な らない のか も知 れ な い47)。
■
47)言 うまでもな く,財閥のすべてがそれぞれ6大 企莱集団 を形成 したわけで もな く,二 ・三流財
閥や新興 コンツェルンなどはその構成要素の一部 とし.て組み込 まれたにす ぎない。それ らぼ どの
ように位置づけられ るべきであろうか。そもそも,1これまでそれ らの位置づけは余 りにも無頓着
に扱われ過ぎたのではなかったか。た とえば.,「満州事変期になると,素 材型 を中心に重化学工
業に発展の条件が生 じた。この条件に対応 して急成長 したのが,新 興財閥であ り,そ れは新興 コ
ンツェルンとも呼ばれた。組織形態からいえば コン.1:へ1。ル ンというのが正 しいが,財 閥 もコンツ
ェル ン化 していたか ら 〔?1〕新興財閥 とい うこと{1で…irる」。「.〈新興財閥〉 か く新興 コンツニル
ン〉か,と い う用語をめ ぐって財閥史の研究者の問で議論があるが……定義を明確にすれぽいず
れでもよい 〔?!〕と思われる」、,前掲 『日本経済の::li…1畏と企業集団』,8お よび14頁(橋本寿朗執
筆)。
